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人数は少ないけれど、ふるさと中頓別、日本を背負う新成人

町議会だより町議会だより



なかとんべつ町議会だより１７９号 ２

第４回
定例会
第４回
定例会

安
全
・
安
心
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
導
入
を

　

副
町
長
を
配
置
す
べ
き
、
歴
史
あ
る
建
物
、
丹
波
屋
を
町
有
化
に
！

　
　

将
来
は
プ
ロ
？　

ス
ポ
ー
ツ
で
小
・
中
一
貫
教
育
を

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会
の議事録などを公開しています。町ホームページから 議会 へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

　平成24年第４回定例会が、12月18日から19日まで２日間の会期で
開かれました。
　例年12月には、町民に開かれた議会を目指してサンデー議会を開
催しており、当初、12月16日を予定しておりましたが、ご承知のよ
うに衆議院の解散総選挙が実施されたことから、日程が変更になり
ました。
　冒頭の行政報告で野邑町長は、次の４点について報告をしました。
　１．10月16日採用した国保病院の医師について、諸般の事情から
　　11月30日をもって退職した。
　２．光通信網整備の要請に対し、ＮＴＴ東日本から、市街地で
　　220件以上の利用者が見込まれれば、平成25年11月頃までにサ
　　ービスの提供を開始したいとの回答を得たことから、関係機関
　　とも連携し、１月に誘致する会を立ち上げ、３月末を目途に利
　　用者確保に向けて積極的な取り組みを行っていく。
　３．高齢者や障がい者などが安全・安心でいつまでも住み続けら
　　れる町をめざして、12月10日付けで日常的に町内各戸に配達業
　　務のある燃料店、新聞販売店等の６事業者と「地域見守り支援
　　ネットワーク協定」を締結した。今後は、さらに郵便局などに
　　も協定を広げていく予定である。
　４．12月６日から９日にかけての暴風雪により、町内４戸の酪農
　　家の農業施設に被害が発生した。
　一般質問では、通告順に６議員が質問を行いました。
　町長から提案された８議案のうち、一般会計補正予算は、「いき
いきふるさと常任委員会」（星川三喜男委員長）に付託。
　すべての議案を原案どおり可決し、閉会しました。
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第４回定例会で
　　　　決まりました
第４回定例会で
　　　　決まりました

　

 

で
な
く
町
内
の
他
の
医
療
機
関
で

　

 

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

　

 

の
改
正
で
す
。（
12
月
18
日
可
決
）

○ 

議
案
第
66
号
　
辺
地
に
係
る
総
合

　 

整
備
計
画
の
策
定

　
　

 

松
音
知
・
敏
音
知
・
豊
平
辺
地

　

 

の
公
共
的
施
設
（
道
路
）
の
総
合

　

 

整
備
計
画
の
策
定
で
す
。（
12
月

　

 

18
日
可
決
）

○ 

議
案
第
67
号
　
一
般
会
計
補
正
予

　 

算
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委

　 

員
会
付
託
事
件
）

　
　

 

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ

　

 

れ
ぞ
れ
１
億
７
千
７
６
４
万
円
を

　

 

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
30

　

 

億
９
千
５
４
１
万
円
に
。
歳
出
で

　

 

は
、
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助

　

 

金
１
０
２
万
円
、
老
人
福
祉
施
設

　

 

措
置
費
７
９
８
万
円
、
障
害
者
自

　
 

立
支
援
給
付
費
１
千
７
８
２
万
円
、

　
 

財
政
調
整
基
金
積
立
金
１
億
円
、

　
 

地
域
活
性
化
基
金
積
立
金
７
千
２

　

 
６
０
万
円
な
ど
を
追
加
、
事
業
の

　

 
確
定
・
完
了
等
に
よ
り
、
林
道
費

　

 

で
１
千
88
万
円
、
道
路
新
設
改
良

　

 

費
で
４
９
４
万
円
な
ど
を
減
額
す

　

 

る
も
の
で
す
。（
12
月
19
日
可
決
）

 

◇
主
な
質
疑

 

○
柳
澤
・
本
多
議
員

　
　

 

黄
金
湯
に
対
す
る
地
域
づ
く
り

　

 

活
動
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
、
条

　

 

例
で
は
３
０
０
万
円
、
３
年
間
が

　

 

限
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
規
則
で

　

 

は
、
５
年
間
で
３
０
０
万
円
を
超

　

 

え
な
い
範
囲
と
な
っ
て
い
た
も
の

　

 

を
12
月
１
日
に
改
正
し
て
限
度
額

　

 

を
撤
廃
し
て
い
る
。
議
会
と
し
て

　

 

条
例
を
議
決
し
た
際
に
は
、
同
一

　

 

事
業
上
限
３
０
０
万
円
と
認
識
し

　

 

て
い
る
が
、
昨
年
１
９
４
万
円
、

　

 

本
年
２
０
２
万
円
と
す
れ
ば
、
限

　

 

度
額
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
。

 

●
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

 　

条
例
で
は
、
単
年
度
３
０
０
万

　

 

円
限
度
、
同
一
事
業
に
対
す
る
補

　

 

助
期
間
は
３
年
と
な
っ
て
い
る
の

　

 

で
、
最
高
９
０
０
万
円
の
補
助
が

　

 

可
能
で
あ
る
。
規
則
は
、
条
例
と

　

 

の
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た

　

 

こ
と
に
よ
り
改
正
し
た
も
の
で
あ

　

 

る
。

 

●
野
邑
町
長

　
　

 

条
例
違
反
で
は
な
い
が
、
条
例

　

 

と
規
則
の
整
合
性
が
取
れ
て
い
な

　

 

か
っ
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な

　

 

い
。 

条
例
の
不
備
と
い
う
よ
り
、　

　

 

適
切
な
判
断
が
し
に
く
い
状
況
が

　

 

あ
る
の
で
、
わ
か
り
や
す
い
条
例

　

 

に
改
正
し
た
い
。
趣
旨
は
、
多
く

　

 

の
町
民
に
こ
の
補
助
金
を
活
用
し

　

 

て
地
域
づ
く
り
を
し
て
も
ら
い
た

　

 

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
き
る

　

 

だ
け
簡
素
・
使
い
や
す
い
を
心
が

　

 

け
、
金
額
に
つ
い
て
も
見
直
し
を

　

 

し
て
、
３
月
定
例
会
に
提
案
し
た

　

 

い
。

 

○
東
海
林
議
員

　
　

 

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
報
償
費
の
増

　

 

額
に
つ
い
て
、
10
月
末
で
２
１
６

　
 

頭
で
あ
り
、
当
初
予
算
の
１
５
０

　
 

頭
を
超
え
た
分
の
支
払
い
は
ど
う

　
 

し
て
い
る
の
か
。
支
払
い
を
待
っ

　

 
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

　

 
あ
れ
ば
苦
労
し
て
捕
獲
し
て
も
ら

　

 

っ
て
い
る
ハ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、

　

 

速
や
か
に
支
出
が
で
き
る
よ
う
対

　

 

応
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

 

●
中
原
産
業
建
設
課
長

　
　

 

当
初
予
算
の
１
５
０
頭
分
に
つ

　

 

い
て
は
、
前
年
度
と
同
頭
数
を
計

　

 

上
し
た
が
、
来
年
度
に
向
け
て
速

　

 

や
か
に
支
出
が
で
き
る
よ
う
検
討

　

 

し
た
い
。

○ 

議
案
第
68
号
　
国
民
健
康
保
険
病

　 

院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　

 

予
算
総
額
を
変
更
せ
ず
、
退
職

　

 

者
等
の
給
料
、
手
当
を
８
８
２
万

　

 

円
減
額
し
て
、
出
張
医
師
、
看
護

　

 

師
賃
金
、
旅
費
を
８
８
２
万
円
増

　

 

額
す
る
も
の
で
す
。　
（
12
月
19
日

　

 

可
決
）

　

本
会
議
の
付
託
を
受
け
、
平
成

24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審

議
し
た
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任

委
員
会
で
は
、
次
の
２
点
を
審
査

意
見
と
し
て
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

１
．
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助

　

金
条
例
に
つ
い
て
、
制
定
の
趣

　

旨
が
わ
か
り
に
く
い
表
現
と
な

　

っ
て
い
る
。

　
　

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
、
使

　

い
や
す
い
条
例
・
規
則
に
改
正

　

す
る
よ
う
求
め
る
。

２
．
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
報
償
費
の
予

　

算
計
上
に
つ
い
て
、
捕
獲
頭
数

　

の
実
態
に
合
わ
せ
た
、
速
や
か

　

な
予
算
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求

　

め
る
。

議  

決  

結  

果

○ 

同
意
第
４
号
　
固
定
資
産
評
価
審

　 

査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意

　
　

 

小
頓
別
在
住
の
坂
本
登　

美
氏

　

 

の
再
任
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

　
 

（
12
月
18
日
同
意
）

○ 

承
認
第
４
号
　
専
決
処
分
の
承
認

　 （
一
般
会
計
補
正
予
算
11
月
21
日
　 

　 
専
決
）

　
　

 
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ

　

 

れ
ぞ
れ
３
５
０
万
円
を
追
加
し
、

　

 

歳
入
歳
出
の
総
額
は
29
億
１
千
７

　

 

７
８
万
円
に
。
衆
議
院
議
員
選
挙

　

 

費
３
５
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の

　

 

で
す
。（
12
月
18
日
承
認
）

○ 

議
案
第
63
号
　
法
令
改
正
に
伴
う

　 

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　 （
一
部
改
正
）

　
　

 

課
設
置
条
例
、
暴
力
団
排
除
条

　

 

例
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

 

条
例
、
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き
及

　

 

び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
法
律
の

　

 

引
用
条
文
の
改
正
で
す
。（
12
月

　

 

18
日
可
決
）

○ 

議
案
第
64
号
　
職
員
給
与
条
例

　 （
一
部
改
正
）

　
　

 

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
、
55
歳

　

 

以
上
職
員
の
昇
給
を
停
止
す
る
も

　

 

の
で
す
。（
12
月
18
日
可
決
）

○ 

議
案
第
65
号
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　 

予
防
接
種
費
用
助
成
に
関
す
る
条

　 

例
（
一
部
改
正
）

　
　

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

　

 

用
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機

　

 

関
を
、
中
頓
別
町
国
保
病
院
だ
け
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

質
　
問

●
一
般
質
問
の
答
弁
に
つ
い
て

　

年
４
回
の
定
例
会
に
行
わ
れ
る
一
般
質
問

は
、
議
員
が
町
長
は
じ
め
執
行
機
関
に
対
し

て
中
頓
別
町
の
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
、
公

の
場
で
あ
る
議
会
で
町
政
運
営
に
つ
い
て
の

考
え
方
や
事
実
関
係
を
質
問
す
る
こ
と
、
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
機
会
で

あ
る
。
政
策
に
取
り
組
み
、
政
策
に
生
き
る

べ
き
議
員
に
と
っ
て
、
最
も
意
義
の
あ
る
発

言
の
場
で
あ
り
、
町
民
か
ら
も
重
大
な
関
心

と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
議
員
が
取
り
上
げ
る
一
般
質
問

に
対
し
、
「
検
討
す
る
」
・
「
検
討
し
た
い
」

と
の
答
弁
が
非
常
に
多
い
。
実
行
で
き
な
い

答
弁
は
安
易
に
し
な
い
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の

答
弁
は
議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
場
で
結
論
が
出
な
い
問
題
に
つ
い
て

は
、
検
討
結
果
・
経
過
を
次
回
の
定
例
会
の

行
政
報
告
と
し
て
報
告
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　
執
行
機
関
が
行
う
政
策
、
施
策
及
び
事
業

は
、
法
令
の
規
定
に
よ
る
も
の
又
は
緊
急
を

要
す
る
も
の
の
ほ
か
は
、
す
べ
て
総
合
計
画

に
根
拠
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
議
員

各
位
が
一
般
質
問
で
政
策
に
つ
い
て
質
す
場

合
は
、
議
会
の
も
つ
政
策
立
案
機
能
に
基
づ

き
、
総
合
計
画
上
の
既
存
政
策
の
変
更
、
追

加
（
新
た
な
提
案
）
、
廃
止
提
案
の
い
ず
れ

か
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
一
旦
、
議
会
で
議
決
を
受
け
た
総
合
計
画

は
町
づ
く
り
の
最
上
位
計
画
と
し
て
最
大
限

尊
重
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
変
更
等
を
執

行
機
関
が
軽
々
に
表
明
す
る
の
は
、
逆
に
議

会
軽
視
に
あ
た
る
と
思
う
。

　
「
検
討
す
る
」
・
「
検
討
し
た
い
」
と
の

答
弁
の
背
後
に
は
、
限
ら
れ
た
人
材
や
財
源

の
中
で
、
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
判
断
で
き

な
い
政
策
事
項
が
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
や

む
な
く
発
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
ご
理

解
願
い
た
い
。

　
検
討
経
過
に
つ
い
て
は
難
し
い
が
、
結
果

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
行
政
報
告
で

お
知
ら
せ
し
た
い
。

質
　
問

●
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
＝
「
命
の
バ
ト
ン
」

　
の
導
入
を

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
急
病
に
な

っ
た
と
き
、
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員
が
そ
の

患
者
の
医
療
情
報
や
家
族
の
連
絡
先
を
把
握

す
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
迅
速

で
適
切
な
救
命
措
置
が
で
き
る
よ
う
に
、
本

人
の
持
病
や
服
用
し
て
い
る
薬
、
か
か
り
つ

け
の
病
院
、
緊
急
連
絡
先
、
診
察
券
、
健
康

保
険
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
の
情
報
を
入
れ
た
保

管
容
器
を
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
「
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
取
り
組
み
が
全
国
各

地
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
町
民
全
体
の
命
と
健
康

を
守
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
全

確
保
、
災
害
時
に
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を

考
え
て
も
、
こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

　

購
入
や
手
づ
く
り
に
せ
よ
、
そ
れ
ほ
ど
金

額
の
か
か
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
是
非
導
入

し
て
も
ら
い
た
い
。

答
　
弁
　
○
小
林
保
健
福
祉
課
長

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
保

健
福
祉
課
と
消
防
で
協
議
し
て
お
り
、
取
り

組
む
方
向
で
作
業
を
始
め
て
い
る
。

　
心
配
さ
れ
る
高
齢
者
な
ど
に
つ
い
て
、
か

か
り
つ
け
医
の
多
く
は
国
保
病
院
の
医
師
で

あ
り
、
日
頃
か
ら
消
防
と
病
院
の
間
で
密
接

な
連
携
が
取
れ
る
体
制
が
作
ら
れ
て
い
る
。

問
題
と
な
る
の
は
そ
こ
で
把
握
で
き
て
い
な

い
人
が
中
心
と
な
る
の
で
、
提
案
の
情
報
キ

ッ
ト
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
対
象
者
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
か
を
検
証
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員
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質
　
問

●
本
年
度
の
決
算
見
込
み
と
公
債
費
比
率
に

　
つ
い
て

　

本
年
度
決
算
見
込
み
の
概
要
と
公
債
費
比

率
の
予
測
を
伺
う
。
ま
た
、
こ
の
予
測
が
来

年
度
事
業
に
ど
う
反
映
さ
れ
る
の
か
。
財
政

が
好
転
し
た
と
き
、
町
長
は
何
を
し
た
い
の

か
？

答
　
弁
　
○
和
田
総
務
課
長

　

普
通
交
付
税
が
予
算
見
込
み
よ
り
も
上
回

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
約
５
億
円
程
度
の
留
保

財
源
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
。
公
債
費
比

率
も
当
初
、
18
・
７
％
の
と
こ
ろ
、
現
在
、

15
・
７
％
の
予
測
で
あ
る
。

　

留
保
財
源
は
、
国
保
病
院
等
へ
の
繰
出
し

や
今
後
の
重
点
事
業
の
財
源
に
活
用
す
べ
き

各
種
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
を
一
年
で
も
早

く
15
％
以
下
ま
で
引
き
下
げ
た
い
。

　

来
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
や
大
幅
な
景
気
回
復
は
期
待
で
き

ず
、
徹
底
し
た
経
費
の
節
減
を
図
り
な
が
ら

総
合
計
画
を
基
本
に
住
民
ニ
ー
ズ
を
で
き
る

だ
け
反
映
さ
せ
る
よ
う
な
予
算
編
成
に
努
め

た
い
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

高
齢
者
福
祉
対
策
と
し
て
、
75
歳
以
上
の

医
療
費
助
成
、
各
種
予
防
接
種
助
成
な
ど
、

現
在
の
対
策
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
努
め

た
い
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
の
余
剰
金
を
近
い
将
来

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
改
修
の
た
め

の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
し
た
い
。

質
　
問

●
防
災
に
つ
い
て

　

今
年
10
月
、
10
年
ぶ
り
に
洪
水
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
あ
か
ね
団
地
の

避
難
訓
練
を
見
学
し
た
が
、
次
の
点
を
伺
う
。

①　

今
回
の
訓
練
の
反
省
点
は
。

②　

来
年
度
以
降
、
訓
練
を
毎
年
実
施
す
る

　

の
か
。

③　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
ど
う
な
っ

　

て
い
る
の
か
。
防
災
備
蓄
品
整
備
の
対
策

　

は
？

答
　
弁
　
○
和
田
総
務
課
長

①　

情
報
伝
達
で
は
、
広
報
車
の
音
声
が
聞

　

こ
え
な
い
、
災
害
対
策
本
部
が
置
か
れ
た

　

役
場
の
時
計
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
時
計
が
ず

　

れ
て
い
た
な
ど
、
初
歩
的
な
ミ
ス
が
あ
り

　

反
省
し
て
い
る
。
ま
た
、
飲
料
水
や
毛
布

　

な
ど
避
難
用
具
の
備
蓄
不
足
が
改
め
て
認

　

識
さ
れ
た
。

　
　

あ
か
ね
団
地
で
の
住
民
避
難
訓
練
で
は
、

　

避
難
勧
告
が
出
る
前
に
避
難
を
は
じ
め
る

　

方
も
い
た
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
実

　

際
の
災
害
時
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
訓
練
の
限

　

界
も
見
え
た
と
思
う
。

②　

毎
年
実
践
的
な
訓
練
を
行
う
こ
と
が
求

　

め
ら
れ
る
。
訓
練
内
容
や
種
類
、
規
模
拡

　

大
も
考
慮
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
毎
年

　

実
施
し
た
い
。

③　

平
成
14
年
時
の
地
域
防
災
計
画
を
現
在

　

見
直
し
中
で
あ
る
。
北
海
道
や
気
象
台
の

　

協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
基

　

本
的
に
計
画
全
体
を
作
り
変
え
る
よ
う
な

　

も
の
で
は
な
く
、
行
政
組
織
規
則
の
変
更

　

に
伴
う
も
の
、
避
難
所
・
避
難
場
所
の
見

　

直
し
、
注
意
報
・
警
報
発
令
の
変
更
に
伴

　

う
も
の
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

　
　

防
災
備
蓄
品
は
、
自
治
会
連
合
会
の
地

　

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
と
し
て
、
毛
布
３

　

０
０
枚
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

稚
内
開
発
建
設
部
か
ら
、
災
害
に
対
す
る

支
援
制
度
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

開
発
建
設
部
に
連
絡
を
す
れ
ば
職
員
を
派
遣

す
る
制
度
で
あ
る
。
状
況
に
よ
っ
て
は
必
要

な
投
光
機
、
暖
房
機
、
毛
布
、
食
料
を
提
供

す
る
も
の
で
、
12
月
の
猿
払
村
の
停
電
の
際

に
も
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
職
員
を
派
遣

し
、
対
応
に
当
た
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

開
発
建
設
部
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
情
報
、

必
要
な
備
品
等
の
提
供
を
受
け
、
町
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
た
い
。

質
　
問

●
副
町
長
の
配
置
に
つ
い
て

　

３
月
議
会
で
は
、
今
年
度
中
に
配
置
の
提

案
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
が
、
予
定
通
り
提
案
で
き
る
の
か
。

　

町
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
町
長
が
不

在
と
な
る
の
は
止
む
を
得
な
い
。
ま
た
、
宗

谷
町
村
会
長
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
、
宗
谷

の
た
め
に
働
い
て
ほ
し
い
。
副
町
長
は
配
置

す
べ
き
。
優
秀
な
職
員
も
お
り
、
後
継
者
を

養
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

年
度
内
配
置
の
答
弁
を
し
、
職
員
か
ら
の

登
用
を
考
え
た
が
、
60
歳
ま
で
の
期
間
、
責

任
を
持
つ
こ
と
は
難
し
い
と
の
判
断
を
し
た
。

不
在
を
少
な
く
し
、
町
民
に
不
便
や
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

　

後
継
者
は
私
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
町

民
の
選
択
に
ま
か
せ
る
の
が
筋
で
あ
る
。

東
海
林 

繁 

幸 

議
員

柳 

澤 

雅 

宏 

議
員
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将
来
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

時
点
で
の
解
体
等
の
責
任
を
考
え
る
と
、
そ

の
活
用
も
難
し
い
と
の
考
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
利
活
用
の
面
で
関
係
機
関
の
考
え

も
聞
い
て
い
る
が
、
利
活
用
策
は
な
く
、
町

が
所
有
し
保
存
す
る
考
え
は
な
い
。

答　

弁　

○
米
屋
教
育
長

　

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
譲
渡
し
、
保
存
し

て
も
ら
う
こ
と
も
期
待
し
た
が
、
所
有
者
か

ら
辞
退
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

地
域
懇
談
会
に
お
い
て
、
所
有
者
か
ら
登

録
文
化
財
指
定
解
除
の
申
出
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
、
さ
ら
に
協
議
を
続
け
る
中
で

最
終
的
な
判
断
を
し
た
い
。

質　

問

●
公
共
賃
貸
住
宅
の
充
実
、
住
環
境
の
向
上

　

で
定
住
促
進
を

　

平
成
25
年
度
ま
で
に
公
営
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
の
公
共
賃
貸
住
宅
の
あ
り
方
、
建
替
え
、

改
修
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針
、
考
え
を

伺
う
。

①　

住
宅
の
需
要
・
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に

　

捉
え
て
い
る
の
か
。

②　

浴
室
は
あ
っ
て
も
浴
槽
が
な
い
住
宅
を

　

解
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③　

あ
か
ね
拡
充
団
地
は
病
院
か
ら
も
遠
く
、

　

日
常
生
活
上
の
不
便
が
多
い
。
高
齢
者
の

　

苦
労
を
考
え
、
建
替
地
は
国
道
の
東
側
と

　

す
べ
き
。

④　

高
齢
者
向
け
、
単
身
者
向
け
の
区
別
を

　

な
く
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
す

　

べ
き
。

⑤　

食
事
付
老
人
住
宅
の
可
能
性
は
？

答　

弁　

○
中
原
産
業
建
設
課
長

　

基
本
方
針
は
現
段
階
で
は
白
紙
で
あ
る
。

26
年
度
に
調
査
を
し
、
27
年
度
実
施
と
な
る
。

①　

同
居
親
族
要
件
を
撤
廃
し
た
の
で
単
身

　

者
も
世
帯
向
け
住
宅
に
入
居
で
き
る
の
で

　

全
体
の
戸
数
は
不
足
し
て
い
な
い
。
居
住

　

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住
宅
が
不
足
し
て
い
る

　

と
思
う
。

②　

交
付
金
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か

　

ら
な
い
の
で
計
画
策
定
の
段
階
で
検
討
す

　

る
。

③　

基
本
的
に
は
、
あ
か
ね
団
地
の
建
替
え

　

な
の
で
現
地
建
替
え
で
あ
る
が
、
場
所
に

　

つ
い
て
は
計
画
段
階
で
検
討
す
る
。

④　

新
築
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
し

　

な
い
と
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

⑤　

全
く
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
当

　

町
に
は
老
人
ホ
ー
ム
も
あ
り
、
本
当
に
必

　

要
か
ど
う
か
、
保
健
福
祉
課
や
社
会
福
祉

　

法
人
と
協
議
す
る
。

質　

問

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

　

い
方
、
広
く
町
民
に
普
及
す
べ
き

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
町
内
公
共
施
設
10
箇
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
人
命
救
助

に
有
効
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て

も
、
使
い
方
を
知
っ
て
い
る
、
使
う
こ
と
が

で
き
る
人
は
少
な
い
よ
う
に
思
う
。
町
職
員

が
常
駐
し
て
い
な
い
施
設
に
も
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　

消
防
支
署
の
協
力
も
得
て
、
普
及
に
努
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

の
表
示
は
あ
っ
て
も
建
物
内
の
ど
こ
に
あ
る

か
検
討
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

答　

弁　

○
小
林
保
健
福
祉
課
長

　

南
宗
谷
消
防
組
合
中
頓
別
支
署
が
実
施
し

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
む
救
命
講
習
は
、
平

成
16
年
７
月
以
降
、
普
通
救
命
講
習
で
32
回
、

延
べ
３
９
５
名
、
そ
れ
以
外
の
救
急
講
習
で

46
回
、
延
べ
９
０
７
名
の
町
民
が
参
加
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
へ
の
理
解
と
使
用
方
法
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
さ
ら
に
救
命
講
習
を
重
ね
て

い
く
よ
う
努
め
る
。
保
健
福
祉
課
ま
た
は
消

防
支
署
に
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
少
人
数
で
も

講
習
を
行
う
。
表
示
は
関
係
部
署
と
協
議
し

対
応
す
る
。

質　

問

●
丹
波
屋
旅
館
の
今
後
に
つ
い
て

　

丹
波
屋
旅
館
は
、
所
有
者
の
高
齢
化
と
維

持
管
理
に
対
す
る
支
援
が
な
い
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
解
体
の
道
を
た
ど
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

約
一
世
紀
に
わ
た
り
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
な
建
造

物
で
あ
り
、
町
の
所
有
と
し
て
保
存
す
る
の

が
教
育
委
員
会
の
責
務
で
あ
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

答　

弁　

○
青
木
教
育
次
長

　

本
町
開
拓
の
歴
史
上
、
大
変
古
い
建
物
で
、

外
観
上
も
特
徴
が
あ
り
、
平
成
12
年
２
月
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。
以

後
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
補
修
等
に
つ
い
て

の
町
の
支
援
も
伝
え
て
い
る
が
、
所
有
者
は
、

星 

川 

三
喜
男 

議
員

本 
多 

夕
紀
江 

議
員
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質
　
問

●
ス
ポ
ー
ツ
で
小
・
中
一
貫
教
育
を

　

町
内
で
現
在
活
動
中
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
が
中
学
校
で
も
継
続
で
き
る
環
境
を
整

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
以
外
の
競
技

に
お
い
て
も
、
入
部
・
入
団
の
際
な
ど
、
随

時
、
子
供
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
最
低

限
の
人
数
が
確
保
で
き
れ
ば
選
択
肢
を
広
げ
、

小
・
中
一
貫
し
て
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　

同
一
の
競
技
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

高
校
進
学
以
降
も
、
プ
ロ
を
目
指
す
な
ど
よ

り
大
き
な
目
標
・
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。

　

指
導
者
、
ま
た
は
競
技
人
口
の
減
少
と
い

う
事
情
は
全
国
的
な
も
の
だ
が
、
近
隣
の
枝

幸
町
で
も
組
織
さ
れ
た
、
文
部
科
学
省
の
計

画
に
あ
る
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
弁
　
○
青
木
教
育
次
長

　

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
柔
道
、
剣

道
、
野
球
、
卓
球
の
４
団
体
で
、
中
学
校
の

部
活
動
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
の

２
種
目
と
な
っ
て
い
る
。
少
年
団
と
部
活
動

は
、
異
な
っ
た
活
動
意
義
の
中
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
が
推
進
し
て
い
る
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
財
源
的

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
が
、
５
年
後
に
は
自

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

将
来
的
な
検
討
を
重
ね
た
上
で
、
当
町
の

規
模
で
は
、
施
設
や
ク
ラ
ブ
組
織
の
維
持
管

理
費
を
会
費
等
で
賄
っ
て
い
く
こ
と
は
難
し

い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

生
徒
数
の
減
少
、
少
年
団
活
動
に
お
け
る

指
導
者
確
保
の
難
し
さ
は
あ
る
が
、
今
後
も
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
部
活
動
に
限
ら
ず
、
既

存
の
施
設
の
中
で
幅
広
い
世
代
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
よ
う
、
様
々
な
取
り
組
み
を
考

え
た
い
。

質
　
問

●
光
通
信
網
整
備
の
実
現
に
向
け
て

　

実
現
可
能
な
水
準
に
つ
い
て
は
、
本
町
市

街
地
で
２
２
０
件
以
上
の
利
用
加
入
者
が
見

込
ま
れ
れ
ば
と
い
う
行
政
報
告
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
場
合
、
光
通
信
網
が
整
備
さ
れ
る
範
囲

は
市
街
地
の
み
と
な
る
の
か
。
光
通
信
の
利

用
が
、
市
街
地
以
外
の
地
域
で
実
現
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
か
。

　

段
階
的
に
で
も
町
内
で
の
情
報
に
お
け
る

地
域
格
差
を
解
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

当
町
と
し
て
は
、
財
政
的
な
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
民
間
事
業
者
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
に
対
し
て
積
極
的
な
要
請
を
行
っ
て
き

た
。

　

回
答
は
、
一
定
の
水
準
を
ク
リ
ア
で
き
れ

ば
、
平
成
25
年
11
月
頃
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
１
月
に
誘

致
す
る
会
を
立
ち
上
げ
、
３
月
ま
で
に
利
用

加
入
者
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

２
２
０
件
以
上
の
利
用
加
入
者
の
確
保
と

整
備
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
今
回
対
象
に
な
る

の
は
市
街
地
で
あ
り
、
松
音
知
以
南
が
対
象

外
と
な
る
が
、
整
備
を
考
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
市
街
地
以
外
の
地
域
で
は
、

対
象
と
な
る
条
件
が
異
な
る
た
め
、
実
現
可

能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員会を
実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、３月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は

　

日
本
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の

実
現
を
掲
げ
て
、
１
９
９
５
年
よ
り
文
部

科
学
省
が
実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策

の
ひ
と
つ
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
（
多
世
代
）
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
愛

好
す
る
人
々
が
（
多
種
目
）
、
初
心
者
か

ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ま
で
参
加
で
き
る
（
多

志
向
）
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
地
域
住
民

に
よ
り
、
自
主
的
・
主
体
的
に
運
営
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。



　

本
定
例
会
で
議
会
は
、
「
議
決
責
任
」
の
重
さ
を

再
認
識
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

議
員
の
政
策
提
言
に
対
し
て
、
「
検
討
す
る
」
と

の
行
政
側
の
答
弁
が
多
い
の
は
「
議
会
軽
視
で
は
な

い
か
」
と
い
う
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
町
長
は
、
全
て
の
政
策
は
総
合
計
画
に
根
拠
を

置
く
と
の
条
例
の
規
定
が
あ
り
、
総
合
計
画
を
審
議

し
、
議
決
し
た
の
は
議
会
で
あ
る
か
ら
、
行
政
側
の

一
存
で
軽
々
に
政
策
の
変
更
を
す
れ
ば
、
逆
に
「
議

会
軽
視
」
に
あ
た
る
と
切
り
返
し
ま
し
た
。

　

紛
れ
も
な
く
、
総
合
計
画
を
議
決
し
た
の
は
議
会

で
す
。
私
も
「
検
討
」
ば
か
り
が
続
く
答
弁
に
歯
が

ゆ
さ
を
覚
え
、
そ
の
矛
先
を
行
政
側
に
向
け
て
い
ま

す
が
、
自
分
た
ち
の
「
議
決
責
任
」
も
忘
れ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

議
会
が
決
め
た
条
例
の
解
釈
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

私
が
議
員
に
な
る
前
の
一
昨
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た

「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
条
例
」
に
つ
い
て
、

一
人
に
補
助
で
き
る
の
は
３
年
間
で
３
百
万
円
が
上

限
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
と
先
輩
議
員
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
回
、
９
百
万
円
に
拡

大
す
る
解
釈
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
行
政
側
の
都
合
で
変
え
る
解
釈
こ
そ
「
議
会

軽
視
」
で
し
ょ
う
。
議
決
し
た
条
例
を
執
行
さ
せ
る

の
が
議
会
の
役
割
で
す
。
丹
波
屋
も
文
化
財
保
護
条

例
に
従
え
ば
、
町
が
保
存
す
る
の
が
本
筋
な
の
に
、

「
検
討
も
な
し
」
の
答
弁
は
、
も
は
や
「
条
例
破
り
」

と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
宮
）

編
　
集
　
後
　
記

１０日　第5回臨時会
１４日　中頓別中学校学校祭
　　　　公明党時局講演会（浜頓別町）
１８日　議会広報編集特別委員会
２１日　中頓別小学校学芸会
　　　　衆議院議員松木けんこう「2012国政の集
　　　　い」（稚内市）
２９日　議会広報編集特別委員会

　１日　文化協会歳末ビールパーティー
　３日　議会運営委員会
　６日　議会運営委員会
　　　　北緯45度しばれまつり実行委員会
１５日　天北厚生園クリスマスパーティー
１８日～１９日
　　　　第４回定例会
１９日　議会運営委員会
２１日　寿スキー場安全祈願祭

議会の動き
24年10月

　３日　文化スポーツ賞授賞式
　５日　いきいきふるさと常任委員会（所管事務
　　　　調査）
　８日　旭川財務事務所「財務行政懇話会」
　　　　いきいきふるさと常任委員会（所管事務
　　　　調査）
　９日　老人クラブ連合会物故者追悼法要
１３日　武部勤衆議院議員との意見交換会（東京
　　　　都）
１４日　第56回町村議会議長全国大会・第37回豪
　　　　雪地帯町村議会議長全国大会（東京都）
２０日　いきいきふるさと常任委員会（所管事務
　　　　調査）

11月

12月

　４日　新年交礼会
　５日　消防出初式
１１日　議会広報編集特別委員会
１３日　平成25年成人式
１８日　議会広報編集特別委員会

25年１月

なかとんべつ町議会だより１７９号 ８

『 大都市でも医療危機？』
　驚きました。都会なら病院が沢山あって、受
診したい診療科がない、医師が足りないという
ことはないだろうと思っていたのですが。
　今、大都市周辺、特にベットタウンと呼ばれ
る地域で病院や医師が不足して危機的状況だそ
うです。原因は団塊の世代が高齢化し、病院や
医師が対応しきれないという内容です。あるテ
レビ番組で、大病院の医師も「もう限界です」
と疲れきった様子で話していました。
　団塊の世代が何年後、何歳になるなんて昔か
らわかっていることなのに、どうしてそれに対
応できる医療や年金など、社会保障制度のあり
方を早くから検討してこなかったのか。歴代の
政府は何をしていたのだろう？
　今になって消費税を上げる、年金は下げる、
医療費負担を見直すと言われても困るのではな
いか。その上、ＴＰＰで国民皆保険制度が崩壊
するようなことになったら恐ろしいです。
　医師を志す若者を必要以上に難しい試験でふ
るいにかけ、高額な学費を納めないと学校に入
れないような仕組みを変えて、熱意と一定の能
力のある人を医師にすべきです。
　つまり、国民が必要とするところに税金を
使ってもらいたいと思うのです。
　あの人がトップでは、期待するほうが無理で
しょうか？
　　　　　　　　　　　　（綴人　本多夕紀江）

議員だより ～私の思い～

このコーナーは、それぞれの議員が町づくりや
議会活動などについて、思いを綴るものです。


